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田中康夫の

87

「
国
民
全
員
に
毎
月
７
万
円
支
給
の
ベ

ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
を
導
入
す
れ
ば
、

生
活
保
護
が
不
要
と
な
り
、
年
金
も
要

ら
な
く
な
る
」。
慶
應
義
塾
大
学
名
誉

教
授 
東
洋
大
学
教
授 

竹
中
平
蔵
氏「
Ｂ

変
え
が
、
こ
こ
ま
で
露
骨
と
い
う
か
稚

拙
だ
と
流さ
す
が石
に
通
用
し
な
い
」
と
一
喝
。

「
国
会
で
初
め
て
取
り
上
げ
た
田
中
康

夫
に
（
衆
議
院
予
算
委
員
会
２
０
１
０

年
２
月
26
日
）
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ

ム
を
訊
か
ず
、
竹
中
平
蔵
案
を
呑
む
な

ど
イ
ン
チ
キ
新
興
宗
教
の
教
祖
に
光
速

の
不
可
思
議
を
尋
ね
る
が
如
し
」
と
の

反
応
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
。

「
あ
の
時
に
厳
罰
に
処
し
て
お
け
ば
」

と
日
本
政
策
投
資
銀
行
設
備
投
資
研
究

所
政
策
顧
問
だ
っ
た
宇
沢
弘
文
翁
が
慨が
い

嘆た
ん

し
続
け
た
「
同
僚
研
究
者
の
論
文
盗

用
・
剽
ひ
ょ
う
せ
つ窃
事
件
」
の
竹
中
平
蔵
話
法
で

意
訳
す
れ
ば
「
皆
さ
ん
、
７
万
円
で
す
。

後
は
全
部
、
自
助
で
宜
し
く
」。

　

名
は
体
を
表
す
。「
ネ
オ
リ
ベ
」
シ

カ
ゴ
学
派
の
権
化
ミ
ル
ト
ン
・
フ
リ
ー

ド
マ
ン
が
唱
え
た
Ｂ
Ｉ
「
負
の
所
得

税
」
は
、
給
付
金
と
し
て
の
〝
切
り
捨

て
型
〞
最
低
限
所
得
保
証
。
故
に
竹
中

発
言
は
炎
上
し
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　

他
方
、「
生
き
と
し
生
け
る
物
」
は

神
の
顕け
ん
げ
ん現
だ
と
神
と
宇
宙
、
神
と
自
然

の
「
汎は
ん
し
ん
ろ
ん

神
論
」
を
説
い
た
バ
ー
ル
ー

フ
・
デ
・
ス
ピ
ノ
ザ
研
究
で
知
ら
れ
る

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ネ
グ
リ
は
経け
い
せ
い
さ
い
み
ん

世
済
民
な

「
地
球
人
手
当
」
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ベ
ー

シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
Ｇ
Ｂ
Ｉ
を
提
唱
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
早
速
、「
昔
懐
か
し
き

〝
な
ん
ち
ゃ
っ
て
小
泉
・
竹
中
へ
な
ち

ょ
こ
改
革
〞
番
頭
さ
ん
の
７
万
円
ポ
ッ

キ
リ
Ｂ
Ｉ
は
フ
ェ
イ
ク
・
ベ
ー
シ
ッ

ク
・
イ
ン
カ
ム
Ｆ
Ｂ
Ｉ
で
決
定
だ
」と

〝
寸す
ん
て
つ鉄
人
を
刺
す
〞投
稿
が
登
場
。

　

参
議
院
か
ら
衆
議
院
に
転
ず
る
２
０

０
９
年
総
選
挙
の
前
か
ら
僕
は
、「
国

民
配
当
」
と
し
て
Ｂ
Ｉ
を
捉
え
る
べ
き

と
述
べ
て
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
爺
ち
ゃ
ん
お
婆

ち
ゃ
ん
ま
で
、
誰
も
が
「
国
民
」
と
し

て
社
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
な
ら
ば
、

そ
の
構
成
員
に
配
当
を
与
え
る
、
株
式

と
同
じ
発
想
こ
そ
真
っ
当
な
Ｂ
Ｉ
。
そ

の
上
で
、
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

つ
の
が
困
難
な
、
障し
ょ
う
が
い碍
や
難
病
と
向

き
合
う
方
々
に
社
会
保
障
の
手
立
て
を

講
ず
る
〝
積
み
上
げ
型
〞「
基
本
所
得

保
証
」
を
構
築
す
べ
き
。

　

独
占
禁
止
法
違
反
の
〝
強
欲
資
本
主

義
〞
と
化
し
て
い
た
「
株
主
資
本
主

義
」。
ロ
シ
ア
や
中
国
も
一
部
の
既オ

得リ

権ガ
ル
ヒ者
が
潤
う
「
国
家
資
本
主
義
」。

我
々
が
資
本
主
義
や
高
度
消
費
社
会
か

ら
逃
れ
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
中
で

如
何
に
人
間
の
相か

貌お

と
体
温
を
持
っ
た

経
済
や
社
会
に
し
て
い
く
か
。
そ
れ
こ

そ
が
政
治
の
役
目
。
よ
り
良
き
「
公
益

資
本
主
義
」
の
再
構
築
を
目
指
す
動
き

が
企
業
家
の
間
で
も
顕
著
な
欧
米
で
す
。 　

翻
ひ
る
が
え

っ
て
ニ
ッ
ポ
ン
の
「
自
助
・
共

助
・
公
助
」。
不
毛
な
二
項
対
立
・
三

項
対
立
の
概
念
で
「
自
助
で
や
れ
」

「
公
助
が
先
だ
」
と
政
治
家
も
学
者
も

マ
ス
コ
ミ
も
国
民
も
口
角
泡
を
飛
ば
す

始
末
。
呵か

々か

。
自
助
・
共
助
・
公
助
を

同
時
並
行
で
行
っ
て
こ
そ
相
互
扶
助
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
。
福
祉
・
医
療
・
教
育

の
み
な
ら
ず
道
路
建
設
と
い
う
公
共
事

業
も
単
体
で
は
採
算
が
取
れ
な
い
か
ら

こ
そ
「
公
助
」
で
税
金
を
投
下
す
る
の

で
す
。
而し
か

し
て
沿
道
の
花
壇
を
「
共

助
」
で
維
持
し
、
自
宅
前
の
ゴ
ミ
を

「
自
助
」
で
清
掃
。
そ
の
当
た
り
前
過

ぎ
る
「
真
っ
当
」
な
発
想
が
令
和
ニ
ッ

ポ
ン
に
は
欠
落
し
て
い
ま
す
。

　

自
身
が
取
締
役
会
長
を
務
め
る
パ
ソ

ナ
グ
ル
ー
プ
の
「
既
得
権
益
」
を
死
守

す
べ
く
羊
頭
狗
肉
な
「
シナ

オ

ミ

・

ク

ョ
ッ
ク
・
ド

クラ

イ

ン

ト
リ
ン
」
を
巧
言
の
、
利マ
ッ
チ
ポ
ン
プ

益
相
反
な

御タ
ケ
ナ
カ仁
が
跳ち
ょ
う
り
ょ
う
ば
っ
こ

梁
跋
扈
す
る
日
本
と
異
な

り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ス
ペ
イ
ン
、
カ
ナ
ダ
等
に
続
い
て
ド
イ

ツ
と
韓
国
で
も
真
っ
当
な
Ｂ
Ｉ
導
入
が

実
現
す
る
機
運
の
昨
今
。「
財
源
」
的

に
も
Ｂ
Ｉ
が
導
入
可
能
と
詳
述
し
た
当

連
載
２
０
１
７
年
の
Ｖ
ｏ
ｌ
44
「
ベ
ー

シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ
ム
」
を
始
め
、
小
生

Ｈ
Ｐ
「
国
民
配
当
」
ま
と
め
サ
イ
ト
動

画
・
拙
稿
等
を
乞
う
閲
覧
。

Ｉ
論
」
が
物
議
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
教
授
で
批

評
家
の
大
塚
英
志
氏
は
「
キ
ー
ワ
ー
ド

だ
け
頂
き
、
換か
ん
こ
つ
だ
っ
た
い

骨
奪
胎
し
て
経
済
的
新

自
由
主
義
仕
様
の
ア
イ
コ
ン
へ
の
作
り 「自助・共助・公助」

★
次
号
11
月
号
の
発
行
日
は
10
月
30
日
で
す
。


